
平成２３年度学校経営計画表
１ 学校の現況

学校番号 ４７ 学校名 県立神栖高等学校 課程 全日制 学校長名 澤畑 洋二
教頭名 小室 均 事務（室）長名 栁川 富裕
教職員数 教諭 21 養護助教諭 1 常勤講師 10 非常勤講師 5 実習教諭，実習講師，実習助手 1 事務職員 2 技術職員等 2 計 45

小学科 １年 ２年 ３年 ４年 合 計
生徒数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 クラス数

普通科 73 87 67 87 57 78 197 252 12

２ 目指す学校像

「挨拶の飛び交う，秩序ある学校」「地域に信頼される学校」
１ 「身を正し，場を清め，心を磨く」を共通目標として愛情を基盤とした教育活動を実践する学校
２ 確かな学力と人間力の育成を図り，生徒一人一人の進路希望を実現することにより地域から信頼され選ばれる学校
３ 情操と自尊感情の陶冶に努め次世代を担う心豊かな人間を育成する学校
４ 特別活動を活性化し特色ある学校教育を推進し，生徒一人一人の個性と自立心の伸長を図る学校

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。）

項目 現状分析 課題
学習指導 生徒生活状況調査の結果によれば，まだ約46％の生徒が「授業が理解できない 指導法の工夫・改善を図り，わかりやすい授業を目指すと共に，少

ことが多い」と答えている。また平日で70％，休日で67%の生徒が家庭学習をしてい 人数指導や学校設定科目におけるチームティーチング等，きめ細か

ないと答えており家庭学習が習慣化されていない生徒が多いのが実態である。従っ な指導を通して「学ぶ喜び」を味わわせることにより，学習意欲を喚起

て，生徒にとってわかりやすい授業を展開するため，また学習意欲を喚起し主体的 したい。更に主体的な学習習慣を育成するため，勉強の仕方を理解

な学習態度を育成するため更なる指導方法の工夫改善が急務である。 させるとともに「発展的な学習」等の展開，資格取得の奨励，評価の

あり方等を検討する必要がある。

進路指導 平成22年度の就職は不況の影響が大きく，希望者の内定率は68％と前年度を3 進路希望達成率を高めるために，ガイダンス機能を強化し，就業

ポイント下回った。就職内定率は学校推薦が90％，自己開拓による就職希望生徒 体験，奉仕活動等の体験活動を更に充実させ，勤労観・職業観の育

が38％という状況である。今後，震災の影響がどのようになるか懸念される。 成を図る。また，地元企業への情報発信により，求人の掘り起こしを

進学は4大・短大は100％専門学校等も97％と好結果であった。 図る必要がある。

毎日の登校指導・巡回指導の成果が現れ，学校全体がかなり落ち着いてき 家庭との連携を密にして基本的生活習慣の確立と規範意識の高

生徒指導 ており，問題行動も減少している。 揚を図る必要がある。特に遅刻者には特別指導を行い，自ら律する

指導記録カードを用いて計画的・組織的に指導した結果，欠席や遅刻，服装・頭 態度を育成したい。また生徒の自尊意識を涵養し，中途退学者や問

髪などは以前に比べかなり改善されつつある。 題行動指導対象生徒者数をより減少させることが課題である。

特別活動 特活部を中心として，部活動や生徒会活動が活発に行われ，各大会での入賞を 部活動の加入率を高め活性化を図るとともに，生徒会活動を軸と

果たすなど実績も着実にあがっている。しかしながら，部活動加入率が約27％と低 して，各種委員会活動等，生徒が主体的に参加する工夫が必要であ

調であるので，前年度比5%増をめざしたい。また，体育祭等を通じて，一つのことを る。LHRや道徳の授業において資料集を活用し「人としての在り方生

やり遂げる達成感を感じさせたい。 き方」について考察させる研修を深めなければならない。



４ 中期的目標

１ 基本的生活習慣を確立し，情操と人間性を陶冶し教育活動全体を通して豊かな教育を推進する。
２ 学習意欲を喚起し，主体的に学習する態度や習慣を育成するため，生徒の実態に即した教育課程を編成すると共に教職員の研修を充実させ

指導方法の工夫改善を図る。
３ 生徒の自主性，自立性の確立と人格の形成及び連帯感の涵養を目指し，HR・生徒会・部活動の活性化を図り学校行事の充実に努める。
４ 地域・家庭・中学校との連携を強化し，それぞれの役割を明確にして協力体制を構築し，次代を担う地域の人材を共に育成していくため「開か

れた学校づくり」を推進する。

５ 本年度の重点目標

重点項目 重点目標
①遅刻指導を徹底し，遅刻者を減らす。（年間平均10%以下をめざす。）

愛情を基盤とする教育活動の実践 ②服装・頭髪・授業中の携帯電話の使用・言葉遣いなどのマナー指導を徹底する。
（基本的生活習慣の確立） ・登校指導，巡回指導を継続して行う。

・違反者に対しては指導記録カードを適切に用いて指導する。
③交通安全やマナーの啓発に努める。

・交通安全委員会の活動を活性化する。
・自転車の乗り方，自転車置き場の整頓などマナー指導を行う。
・二輪車，四輪車についての注意と指導を徹底する。

④学力向上サポートスクールの取り組みを軸に全教職員で実践する。
確かな学力と人間力の育成 ・課題や小テストを計画的に実施し，授業や家庭学習に自ら取り組む姿勢を育成し，家庭学習の習慣化を
（進路希望の実現） 図る。(家庭学習時間０時間の生徒を少なくする。）

・学校設定科目でのティームティーチングや少人数授業を効果的に機能させる。資格取得を奨励する。
⑤教員の資質・指導力の向上に努める。

・「チャイム着席開始」「チャイムで終了」を徹底すると共に授業時間の確保に努める。
・各教科で課題（宿題）の与え方やチェックリストのあり方，平常点比率や評価について検討する。
・授業公開や授業研究に取り組み，指導方法の工夫改善を図る。出前授業等，地元中学校との連携を進
める。

・教員の個々の能力を高めるため，研修に努める。
⑥高い進路決定率を維持し，進学・就職決定率を100％に近づける。

・進路希望状況を常に把握し，適切な情報を提供することにより，自己実現をめざして，自ら学ぼうとする態
度を養う。

情操と自尊感情の陶冶 ⑦転退学者をさらに減らすことに努め，転退学者数20名以下をめざす。
(豊かな心をはぐくむ教育の推進） ・「声かけ・面談・家庭訪問」を積極的に行い，生徒や保護者との密接なコミュニケーションの構築に努める。

・教職員間や，管理職との報告・連絡・相談を怠らず徹底する。
・ＬＨＲや「道徳」等の授業を通して「自己の在り方生き方」を考えさせる。

⑧感動体験の実施と充実に努める。
・インターンシップと「ふれあい交流体験学習」を更に充実させ，望ましい勤労観や職業観を育成する。
・体育祭，予餞会，感動体験等の実施と充実に努める。



・スクールカウンセラー等を活用し「心の居場所」となる学校づくりに努める。
・姉妹校等との交流を通して，国際理解教育の充実に努める。

⑨生徒会が中心となり，各種委員会やボランティア活動を活性化する。
特別活動の活性化と充実 ⑩部活動の加入率を上げることに努める。（2２年度より5%アップさせる。）
(委員会活動・部活動等の活性化） ・部活動を奨励し，頑張っている生徒を賞賛し紹介する機会を多くする。

⑪ホームルーム活動資料集などを活用し豊かな心の教育を充実させる。
⑫学校行事等を積極的に公開し，地域に開かれた学校づくりをめざす。


